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こんにちは！一色文具ＭＡＧＡＺＩＮＥ編集長の味岡です。この雑誌はいつもお世話になって
いるお客様に、お役立ちしそうな情報や楽しい情報をお伝えします。文面はつたない部分もあ
るかと思いますが、読んでいただき、ご感想やご要望をいただければ、幸いです。
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ボーツイ（ボードにツイート）
店頭には、ちょっとした文具の豆知識などをブラックボードに書いて、掲示してます。
1月～2月の反響のあったものを紹介します。

クレヨンとは、顔料をワックスで練り固めたものですが、
当時のクレヨンは硬めで、線画が中心でした。
そこで、パステルのように画用紙の上で混色したり、のば
したりすることができるように、サクラクレパス社が「ク
レパス」という商標名の商品を開発しました。
クレヨンの紙の定着性とパステルのような柔らかさを持つ
中間のような画材です。
クレパスの総称名は「オイルパステル」と言います。
文具には、このように総称より商品名で呼ばれる物がいく
つかあります。

エイプリルフールから商品化

新年度になりました。進級・進学・就職された皆さん、おめでとう
ございます。
さて、昨年のエイプリルフールに、大手接着剤メーカーのセメダイ
ンが作った「メデタイン」。おめでたい二人がずっとくっついてい
られるようにというエイプリルフール用のネタを行ったのですが、

製図用シャープペンはその名の通り、製図用と
して開発されたものですが、仕事や勉強などに
「プロ仕様の優れた性能のペンを使いたい」と
いう方は多く、本業ではコンピューターにとっ
て代わられているにもかかわらず、根強い人気
があります。
一般的な製図用のものは芯を挟む部品が金属製
で、丈夫さと正確さがあり、ペンを立てて書き
やすいように低重心と、視界性と定規をあてる
ためにニードルが長く、芯の片減り防止に回し
て使えるようにグリップが丸くなっています。

商品化を要望する声がネッ
ト上で盛り上がり、実際に
発売されました。
当時も限定販売であったた
め、あっという間に完売し
たそうです。
ちなみに、4月1日がエイプ
リルフールとして、ユーモ
アのある嘘をつく日となっ
た風習の由来は、諸説あり
正確には不明だそうです。





隣地の「一色地域文化広場」がリニューアルオープンされました

当店はその昔、一色中学校の隣地としてあ
ったのですが、中学校が移転され、跡地に
は一色公民館、一色学びの館（図書館）な
どが建てられていたのですが、この４月、
子育て・多世代交流プラザ（旧一色健康セ
ンター舎）を含めた3施設を「一色地域文化
広場」としてリニューアルされました。

まちに活気と創造性をもたらす文化
と交流のプラットホームとして、公
民館・地域交流センターは「つどう
」、子育て・多世代交流プラザは「
憩う」、学びの館は「学ぶ」のコン
セプトだそうです。

昨年１０月から一色地区コミュニティバス「いっちゃんバス」も運行されてます。

各ホールや一部の部屋
は営利目的でも利用で
きます。



当店の経営理念
　愉しさ一色、ワクワクづくり 

　　　　　～希望湧く、感動の連鎖～ 

一.仲間とともにお客様の喜びを考える事により、ワクワクを創ります。

一.私たちはお客様に感動を提供し、ワクワクを作ります。

一.地域のより良いコミュニティが出来るよう、ワクワクを造ります。
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当フリ－マガジンのネタありませんか？お便りください。

このフリーマガジンの感想や、こんなテーマを扱てほしいなど、お便りいただくと、
ありがたいです。
よろしくお願いします！！

https://ishikibungu.jimdo.com/

です。

これは、例えば大切な人に何かプレゼント使用とする時に、高価な物と言うより、ど
んな演出をして、サプライズを起こすか？と、ワクワクした気持ちが、当店の価値の
源だという思いと、最終的には地域のコミュニティができる場を提供し、それを促す
事が当店の社会的な価値だという思いを表したものです。

編集担当

味岡雅奈

　 　 　 　 　 　 　 　 　

（当マガジン編集現在）
こいのぼりが垂れてます。

新たに、カフェもオープンしました。


